






牛乳パック
拠点回収ボックスへ

プラスチック製
容器包装
（プラごみ）

生ごみ
コンポストへ

食品トレイ
拠点回収ボックスへ

ペットボトル
拠点回収ボックスへ 使用済み食用油

拠点回収ボックスへ
（役場・ゆめタウンのみ）

新聞、雑誌、新聞、雑誌、
ダンボールなどの紙類ダンボールなどの紙類
新聞、雑誌、

ダンボールなどの紙類

もえるごみ袋の中から、もえるごみ袋の中から、
資源になるものは取り資源になるものは取り
出しましょう。出しましょう。

もえるごみ袋の中から、
資源になるものは取り
出しましょう。

　紙も大切な「資源」です。ただごみにし
てしまうにはもったいない！新聞紙、雑誌
（菓子箱、封筒、包み紙など）、ダンボール
類に分けて、子ども会などが行っている集
団回収に出しましょう！

　プラごみは、今いろんなものに生まれ変わ
る大切な「資源」です。ただごみにしてしま
うには MOTTAINAI ！きれいに洗って、プ
ラごみとして出しましょう！

もえる
ごみ

紙は集団回収へ！紙は集団回収へ！

プラごみは大切な資源！プラごみは大切な資源！プラごみは大切な資源！

紙は集団回収へ！







至　水巻町

JR遠賀川駅

至　岡垣町

至　芦屋町

至　鞍手町

国道３号

鹿児島本線

田園①

島津

老良公民館老良公民館老良公民館

緑ヶ丘

遠賀高校

（仮）鬼津東（仮）鬼津東（仮）鬼津東

田園線（鬼津東－田園①－遠賀川駅）

島津線（島津－遠賀川駅）

老良線（老良公民館－遠賀川駅）

旧路線網

町境

虫生津線（緑ヶ丘－ふれあいの里－遠賀川駅）

遠賀高校線（遠賀川駅－遠賀高校）

芦屋タウンバス
中山中間線

凡 例

遠賀川駅遠賀川駅遠賀川駅

ふれあいの里ふれあいの里ふれあいの里

島津線：所要時間約15分
５便→３便

遠賀高校線：所要時間約10分
０便→２便
※平日のみ

田園線：所要時間約30分
（朝快速）６便
（昼） ５便
（夕快速）７便

※朝快速は平日のみ
※夕快速は土日、祝日は３便

虫生津線：所要時間約30分
（朝快速）０便→２便
（昼） ５便
（夕快速）０便→２便
※快速は停車するバス停を限定
※朝快速は平日のみ
※夕快速は土日、祝日は１便

老良線：所要時間約15分
５便→４便

新千代丸バス停設置

※快速は田園地区までの路線短縮







※有料広告の内容は、直接広告主にお問い合わせください。
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●と　き　平成22年１月11日（祝）午前10時～
［受　付］午前９時30分～
●ところ　遠賀コミュニティーセンター
●対　象　平成元年４月２日から平成２年４月１日までに生
　まれた人
※対象者には、12月中旬に通知します。なお、成人式には就
　職や就学で町内に住所がない人も参加できます。希望する
　場合は、12月17日（木）までに連絡してください。（家族や知
　人でも可）
●問い合わせ　社会教育係
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。

　このコーナーでは、誕生日を

迎える３歳までのお子さんを募

集しています。掲載を希望する

広報発行日の１か月前までに、

広報調整係に連絡してください。

　10月28日、浅木小学校の５年生が学校近くの「ちびっこ農園」
で、もち米の稲刈りを行いました。春に田植えをしたもち米
の苗は、立派な稲穂をつけて、田んぼ一面を黄金色に染めて
いました。
　児童たちは、かまで稲を根元から刈っていきます。最初は不

慣れだった手つきも、慣れるにした
がって作業のペースも早まっていき
ました。広い農園を刈り終えるのも
あっという間。刈り終えた後は、稲
穂が一本も残らないよう、くまなく
拾い上げていきました。この日収穫
したもち米は、「もちつき大会」でお
もちに変身。児童たちは額に汗をし、
実りの秋を実感していました。




